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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2018年1月25日*）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2018年1月25日*）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2018年1月26日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

週初から、海外市場が堅調となる中でインド株式市場も上昇しま
した。資本注入策の詳細が発表されるとの観測から国営銀行株
が買われましたが、24日に実際に詳細が発表されると、翌25日
は材料出尽くし感から売りが優勢となりました。

モディ首相が財政規律の維持を示唆したとの報道などを受け
て、週前半はインド10年国債利回りは低下（価格は上昇）しまし
た。また、国営銀行への資本注入策の詳細が明らかとなり、銀
行の国債需要を圧迫しないと見られたことも債券市場の支援材
料となりました。しかし、その後原油価格の上昇が続いたことな
どから利回りは上昇に転じ、週間でも利回り上昇となりました。

米財務長官の米ドル安を容認する発言などを背景に米ドルが
軟調となる中、インドルピーは対米ドルで上昇しました。しかし、
円の対米ドルの上昇率の方が大きかったことから、対円では下
落しました。

（対象期間：2018/1/22～1/26）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2018/1/19 2018/1/25* 変化率

35,511.58 36,050.44 +1.52%

2018/1/19 2018/1/25* 変化幅

7.295 7.307 +0.012

2018/1/19 2018/1/26 変化率

1.735 1.710 -1.42%
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*1月26日は祝日のため休場。

*1月26日は祝日のため休場。


